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普通のバイオリンとほぼ同じ重羅にまで軽くできたマグネシウム
合金製のバイオリン＝下松市

→古デ竺？r：

マグネシウム製バイオリン

宇
部
市
と
下
関
市
が
「
冷
凍

倉
庫
」
に
か
か
る
固
定
資
産
税

な
ど
を
過
徴
収
し
て
い
た
と
し

て
、
倉
庫
を
所
有
す
る
業
者
5

社
が
26日
ま
で
に
、
両
市
に
過

徴
収
金
約
3
2
0
0万
円
の
返

還
を
求
め
て
山
口
地
裁
下
関
支

部
に
提
訴
し
た
。

返
還
を
求
め
て
い
る
の
は
臨

海
興
業
（
宇
部
市
港
町
）
と
宇

部
魚
菜
埠
頭
中
央
冷
蔵
（
同
）
、

林
兼
冷
蔵
（
下
関
市
細
江
町
）
、

松
岡
（
同
市
細
江
新
町
）
、
マ

ル
ハ
ニ
チ
ロ
物
流
（
東
京
都
中

央
区
）
。
訴
状
に
よ
る
と
、
冷
凍
倉
庫

は
劣
化
が
早
い
た
め
「
一
般
禽

庫
」
よ
り
固
定
資
産
の
減
額
評

4. 

価
が
早
い
補
正
率
が
適
用
さ
れ

る
が
、
両
市
は
1
9
6
7
S
8
7

年
に
建
設
さ
れ
た
5
社
の
冷
凍

倉
庫
計
14棟
の
固
定
資
産
税
を

割
高
と
な
る
一
般
倉
庫
と
し
て

計
算
。

2
0
0
6年
に
業
者
側

の
指
摘
で
発
覚
す
る
ま
で
最
長

で
約
40年
に
わ
た
っ
て
過
剰
に

徴
収
し
て
い
た
と
い
う
。

税
過
徴
収
、
返
還
求
め
提
訴

5
凍
倉
輝
宇
部
・
下
関
両
市
に
細
万
円

発
覚
後
に
両
市
は
過
去
10年

分
の
過
徴
収
金
を
返
還
し
た

が
、
業
者
側
は
「
誤
っ
た
基
準

で
固
定
資
産
価
格
を
過
大
に
評

価
し
た
重
大
か
つ
明
白
な
過
失

が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、
倉
庫

建
設
当
初
か
ら
の
過
徴
収
金
の

返
還
を
請
求
。
両
市
の
資
産
税

課
は
「
弁
護
士
と
協
議
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

岩
国
で
山
林
火
災

岩
国
市
美
和
町
長
谷
の
山
中

で
24日
、
山
火
事
が
発
生
し
、

26日
午
後
1
時
10分
ご
ろ
雑
木

林
や
雑
草
な
ど
約
2
万
平
方
認

を
消
失
し
て
鎮
火
し
た
。

25、

26の
両
日
、
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
出
動
す
る
な
ど
し
て
消

火
活
動
に
あ
た
っ
た
。
け
が
人

や
住
宅
へ
の
被
害
は
な
か
っ
た

と
い
う
。

岩
国
署
な
ど
に
よ
る
と
、
現

場
は
民
家
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
山

間
部
。
山
林
火
災
は
24日
午
後

5
時
50分
ご
ろ
、
岩
国
地
区
消

防
組
合
の
男
性
が
見
つ
け
た
。

岩
国
署
な
ど
が
出
火
原
因
を
調

べ
て
い
る
。

下
松
の
山
下
工
業
所
、
ア
ル
ミ
に
続
き

匠
の
技
で
軽
量
化

新
幹
線
な
ど
鉄
道
車
両
の
先

頭
部
分
の
流
線
形
を
ハ
ン
マ
ー

で
た
た
い
て
形
作
る
独
自
の
技

術
を
応
用
し
て
ア
ル
ミ
製
の
チ

ェ
ロ
や
バ
イ
オ
リ
ン
を
製
作
し

て
き
た
下
松
市
東
海
岸
通
り
の

板
金
加
工
会
社
、
山
下
工
業
所

（
山
下
竜
登
社
長
）
が
、
今
度
は

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
を
使
っ
た

バ
イ
オ
リ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。

素
材
を
見
直
す
こ
と
で
大
幅
な

軽
量
化
に
成
功
し
、
演
奏
者
へ

の
負
担
を
減
ら
し
た
。

今
年
5
月
に
作
っ
た
ア
ル
ミ

製
バ
イ
オ
リ
ン
の
試
作
品
は
重

量
が
約
1
キ
ロ
と
普
通
の
木
製
バ

イ
オ
リ
ン
の
2
倍
あ
り
、
「
重

た
く
て
演
奏
が
大
変
」
と
い
う

難
点
が
あ
っ
た
。
実
用
的
な
金

属
と
し
て
は
最
軽
量
と
さ
れ
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
合
金
極
薄
板

（
厚
さ
1I介
）
を
採
用
し
た
こ

と
で
寸
法
は
以
前
と
ま
っ
た
＜

同
じ
な
が
ら
も
、
木
製
よ
り
も

や
や
重
い
程
度
の
5
3
9咳
に

ま
で
改
良
で
き
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
は
常
湿
で
の
成
形
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
と
い
い
、
社
内
で

の
加
工
実
績
も
な
か
っ
た
が
、

ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
者
ら
が
ハ
ン

マ
ー
一
本
で
滑
ら
か
な
曲
面
を

生
み
出
す
「
打
ち
出
し
板
金
」

技
術
を
駆
使
し
て
胴
体
の
表
板

や
裏
板
な
ど
を
精
密
に
形
作
っ

た
。
最
も
難
し
か
っ
た
の
は
、
燃

え
や
す
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
い

か
に
溶
接
す
る
か
だ
っ
た
が
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
最
適
な
方

法
を
見
つ
け
出
し
て
完
成
さ
せ

こ。t
 
26日
に
同
社
で
お
披
露
目
会

が
あ
り
、
ア
ル
ミ
製
バ
イ
オ
リ

ン
の
と
き
に
続
い
て
周
南
市
久

米
の
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
、
三
好

真
樹
子
さ
ん
(29)が
演
奏
。
三

好
さ
ん
は
「
軽
く
て
響
き
も
す

ご
く
良
く
な
っ
た
。
ア
ル
ミ
は

3
分
が
限
度
だ
っ
た
が
、
こ
れ

な
ら
20分
は
弾
け
そ
う
」
。
研

究
用
に
所
有
し
て
い
た
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
を
今
回
の
た
め
に

提
供
し
た
東
洋
鋼
飯
の
森
田
俊

一
生
産
本
部
長
兼
下
松
工
場
長

は
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
溶
か
し

て
鋳
型
に
入
れ
る
な
ど
し
て
成

形
す
る
の
が
普
通
で
、
常
温
加

工
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
常

識
。
こ
ん
な
に
精
巧
に
加
工
で

き
た
と
は
非
常
に
驚
い
た
」
と

関
心
し
て
い
た
。

11月
4
S
6日
に
東
京
都
の

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
る
「
中
小
企
業
総
合
展
」
で

ア
ル
ミ
製
の
チ
ェ
ロ
や
バ
イ
オ

リ
ン
と
と
も
に
展
示
。
同
社
の

技
術
の
高
さ
を
P
Rす
る
。

山
下
社
長
は
「
最
軽
量
で
将

来
性
の
あ
る
素
材
の
加
工
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
租
で
き
、
大
き
な
収

稜
と
な
っ
た
。
表
面
が
酸
化
し

て
す
ぐ
鉛
る
の
で
、
美
し
さ
を

保
つ
処
理
方
法
な
ど
改
良
を
進

め
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
石
田
晋
作
）


